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■■  ははじじめめにに  
微生物を用いた発酵プロセスは多方面から注目されてお
り，発酵食品の生産だけでなく抗生物質の生産やビタミン
の合成，ガス発酵による二酸化炭素の資源化など，様々に
利用されている。また，近年は腸内細菌への注目も高まっ
ており，様々な研究が行われている。一方で，地球上のほと
んど(99%)の微生物がいまだに培養されていないという大き
な課題が存在している。これは微生物の産業応用を困難に
させるだけでなく，微生物を研究する上での大きな障害とな
っており，培養されていない微生物の機能や生態は全くと
言っていいほどわかっていない。そのため，99%の微生物は
未知のバイオリソースとして未だ眠ったままとなっている。多
くの微生物が培養できていない一因として，この100年間，
微生物の培養手法はほとんど発展しておらず，寒天平板法
というスタンダードな分離培養手法のみに大きく依存してい
ることが挙げられる。 
本研究では微生物間相互作用の促進をベースとした，こ
れまでにない新しい培養手法を開発することでこれまで培
養されてこなかった微生物を培養するとともに，未培養微生
物の増殖を促進する微生物間相互作用の解明から，これま
でにない菌叢操作の手法を開発することを目的としている。 
 
■■  研研究究内内容容  
１． 微生物間相互作用の活性化が培養効率に及ぼす影

響の調査 
ドロップレット技術を用いた微生物間相互作用を活性化さ
せる新たな培養手法の開発により，微生物間相互作用を維
持した状態で分離培養を行うことが可能となった。本研究で
は微生物間相互作用の活性化により通常の寒天平板での
培養と比較して，増殖する微生物の数が10倍となることを見
出した。 

微生物間相互作用を促進する培養手法 

 
２． 微生物間相互作用要求性微生物の高効率取得手法

の開発 
微生物間相互作用を必要とする未培養微生物を高効率で
獲得するために，ドロップでの培養技術とハイスループット
スクリーニング解析技術を組み合わせたワークフローを提
案する。現在は未培養微生物の獲得に向けて試行中。 

ワークフローの概要図 

 
３． 増殖制御ネットワークの解析 
環境中の微生物は多様性に富んでおり，その微生物間相
互作用は非常に複雑であるが，増殖に係るキープレイヤー
のみを選択して解析することで増殖制御ネットワークを明瞭
に解析する手法を提案する。 

  
■■  本本研研究究のの概概要要  
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ゲルが凝集する様子 ・ 物質は粒子間を拡散し移動
・ 微生物は移動できない
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